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iM U株式会社「 歩行解析計 iM U  On e」 が 

神奈川県の「 M E-BYO BRAN D」 に認定 
 

 

 

 iM U株式会社（ 本社： 東京都中央区、 代表取締役社長： 名倉武雄、 以下： iM U ） は、 こ の度、

当社の膝の負荷を 可視化する 歩行分析計「 歩行解析計 iM U  One」 が、 神奈川県の「 M E-BYO 

BRAND」 に認定さ れたこ と を お知ら せいたし ます。  

 

 

■「 M E-BYO BRAND」 の概要 

「 M E-BYO BRAND」 は、 神奈川県が推進する未病改善の取り 組みの一環と し て、 2 01 5 年に

創設さ れた認定制度です。 健康と 病気の中間状態である「 未病」 の改善に貢献する優れた商

品・ サービスを認定し 、 その価値を広く 発信するこ と を 目的と し ています。 認定の対象と なる

のは、 科学的根拠に基づき 、 生活習慣の改善や健康維持に寄与する製品・ サービスです。 食

品、 アプリ 、 ウェ アラ ブルデバイ ス、 健康関連機器など、 多様な分野から 選ばれています。  

 

■歩行解析計 iM U  One 

「 歩行解析計 iM U  One」 は、 膝関節にかかる負荷の指標の1 つと さ れる膝内反モーメ ント （ 以

下： KAM ） を わずか5 m の歩行、 5 分ほどで計測でき る歩行分析計です。  

KAM は、 変形性膝関節症の機械因子の1 つと も 言われ、 病気の進行予測・ 治療効果判定等に

有用と 考えら れています。 し かし こ れまでKAM の計測には、 高額な動作解析装置や広いスペー

スなどが必要なう え、 解析に時間を 要するため、 臨床現場への導入が難し いと いう 課題があり

まし た。  

本製品は専用アプリ ケーショ ンと 加速度センサ1 台を用いてAIによっ てKAM を 推測するた

め、 どこ でも 簡便に計測が可能です。 そのため、 日々の診療において臨床判断の支援や、 リ ハ

ビリ テーショ ンの即時的効果の検証など、 さ まざまな場面でご活用いただけます。 また、 歩行

速度や立脚時間なども 計測でき 歩行の多角的な分析が実現でき ます。 一般医療機器（ ク ラ ス I）

で、 診療報酬の算定が可能です。  

 

 資料２



 
製品ページ： http s://www.im u jap an .com /im u-one 

 

■社長コ メ ント  

 こ のたび、 弊社の「 歩行解析計 iM U  One」 が「 M E-BYO BRAND」 に認定さ れたこ と を 大変

光栄に思います。 本製品は、 KAM を簡単に計測するこ と で、 変形性膝関節症の発症や膝痛の悪

化等を防ぐ こ と を目的に開発さ れ、 多く の方の健康維持に役立つこ と を目指し てき まし た。 今

回の認定を励みに、 今後も 「 誰も が高齢になっ ても 自分の足で元気に歩ける社会」 の実現に向

けて取り 組んでまいり ます。  

 

■iM U株式会社 

iM Uは、 慶應義塾大学医学部発のヘルスケア・ スタ ート アッ プです。 同学部整形外科バイ オメ

カ ニク ス研究室の研究成果を活かし 、 ５ ｍほど歩く だけで、 簡易・ 迅速・ 安価に、 膝への負担

を 可視化するヘルスケアデバイ スの研究開発を 行っ ており ます。 膝の負担の見える化技術を 活

かし 、 変形性膝関節症の進行リ スク 予測や、 リ ハビリ ・ 日常生活における膝保存のためのアド

バイ スの提供を目指し ています。  

 

【 会社概要】  

◯本社所在地： 東京都中央区日本橋室町二丁目4 番3 号日本橋室町野村ビル7 階 

◯代表者： 代表取締役 名倉武雄 

◯設立： 2 02 0 年2月2 8 日 

◯ホームページ： http s://www.im u jap an .com  

◯お問い合せ: in fo@ im u jap an .com  
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